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予稿集 78: 217, 2024.
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対する骨格筋電気刺激の効果―AKT/PGC-1α/FoxO経路に着目して．. 第78回日本体力医学会大会プログラム・予

稿集 78: 221, 2024.
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片岡英樹, 山下潤一郎, 森田　馨, 坂本淳哉, 沖田　実：恐怖回避思考を呈した高齢変形性膝関節症患者に対する

行動医学的アプローチを併用した外来理学療法の経験. 日本慢性疼痛学会プログラム・抄録集 53: 165, 2024.

小林慎一朗, 遠山柊介, 蒔本憲明, 金高賢悟, 円城寺貴浩, 哲翁華子, 田中貴子, 村上俊介, 足立智彦, 江口　晋：病院

間連携で行う食道がん患者に対するPeri-Operative Maintenance through Physical Exercise. 日本外科学会定期学術集
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村田優衣, 篠原晶子, 有福浩二, 坂本淳哉：医療施設職員の腰痛発生予防に対する運動指導介入の効果. Pain
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経皮的電気神経刺激の効果：シングルケース実験デザイン. Pain Rehabilitation 14(2): 78, 2024.
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井口　茂・教授 地域包括ケア構築支援部会 長崎県

沖田　実・教授 評議員 日本結合組織学会

井口　茂・教授 指定規則検証部会 （公社）日本理学療法士協会

小関弘展・教授 ロコモアドバイスドクター ロコモチャレンジ協議会

沖田　実・教授 監事 （一社）日本ペインリハビリテーション学会

小関弘展・教授 委員 保健学科感染対策委員会

小関弘展・教授 委員 長崎市産業技術審査会
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本田祐一郎・助教 理事 日本物理療法学会

本田祐一郎・助教 学術総会準備委員会 委員 日本物理療法研究会

本田祐一郎・助教 会長 長崎大学 理学療法学同門会

本田祐一郎・助教 基礎系領域 分科会員 日本骨格筋電気刺激研究会

本田祐一郎・助教 広報・渉外部 部長 日本基礎理学療法学会

本田祐一郎・助教 学術大会調整部 部員 日本基礎理学療法学会

本田祐一郎・助教 査読委員 日本運動器理学療法学会

本田祐一郎・助教 広報・渉外部 部員 日本基礎理学療法学会

本田祐一郎・助教 査読委員 日本物理療法学会

西　祐樹・助教 代議員
一般社団法人 日本ペインリハビリテーション
学会

西　祐樹・助教 広報・渉外部 日本基礎理学療法学会

柳田頼英・助教 セミナー委員会 委員 日本呼吸療法医学会

柳田頼英・助教 雑誌編集委員会 委員 日本栄養・嚥下理学療法学会

柳田頼英・助教 代議員 日本呼吸療法医学会

柳田頼英・助教 学術事業推進委員会 委員 日本呼吸理学療法学会

柳田頼英・助教
重症患者の栄養療法ガイドライン2024 指定
ワーキンググループ

日本集中治療医学会

柳田頼英・助教 将来計画委員会 委員 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

柳田頼英・助教 財務委員会 委員長 日本がん・リンパ浮腫理学療法学会

柳田頼英・助教 評議員 日本栄養・嚥下理学療法学会

柳田頼英・助教 評議員 日本呼吸理学療法学会

柳田頼英・助教 国際委員会 委員 日本呼吸理学療法学会

田中貴子・准教授 学術局・専門領域部 長崎県理学療法士協会

柳田頼英・助教 評議員 日本がん・リンパ浮腫理学療法学会

田中貴子・准教授 代議員 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

田中貴子・准教授
呼吸リハビリテーション手技マニュアル作
成委員会

日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

田中貴子・准教授 ガイドライン・用語策定委員会 公益社団法人日本理学療法士学会

田中貴子・准教授 編集委員会 公益社団法人日本理学療法士学会

田中貴子・准教授 対策委員 長崎県松浦市COPD対策委員会

田中貴子・准教授 対策委員 長崎県長崎市COPD対策委員会

田中貴子・准教授 呼吸リハビリテーション委員 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

田中貴子・准教授 教育研究委員 長崎大学医学部保健学科
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　挑戦的研究(萌芽)「新
たな認知症対策としての疼痛マネジメントの
標準化に向けた挑戦」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「高齢者の
健康寿命延伸に向けた運動器不活動症候群の
予防的介入戦略の開発」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「ミトコン
ドリアの動態制御機構から筋性拘縮の発生機
序を探る」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「マクロ
ファージの制御機構から変形性膝関節症に対
する運動療法の疼痛軽減効果を探る」

神津　玲・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「身体的フ
レイルを有する慢性呼吸器疾患患者における
新たな運動プログラムの開発」

神津　玲・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「慢性閉塞
性肺疾患患者における呼吸サルコペニアの実
態解明と治療プログラムの確立」

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「自己炎症
と自己免疫による骨量調節機構の解明:長崎ア
イランド研究骨衛生活動」

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「膠原病患
者の口腔ケア・口腔内環境の現状及び口腔ケ
ア介入前後の効果に関する研究」

科学研究費助成事業　奨励研究「掻破行動の
運動学的および神経生理学的動作解析」

小関弘展・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　奨励研究「膝関節固定
装具が歩行中の隣接関節，床反力へ及ぼす影
響」

沖田　実・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　挑戦的研究(萌芽)「コ
ロナ禍がもたらしたエンド・オブ・ライフケ
アの課題－虚弱高齢者の身体活動戦略－」

小関弘展・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)（一般）
「不動性骨萎縮の病態解明と新たな治療戦
略」

神津　玲・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「間質性肺
疾患におけるサルコペニア・ダイナペニアの
臨床的意義とバイオマーカーの探索」

研　究　題　目

沖田　実・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「高齢者の
健康寿命延伸に向けた運動器不活動症候群の
予防的介入戦略の開発」

沖田　実・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「高齢者の
健康寿命延伸に向けた運動器不活動症候群の
予防的介入戦略の開発」

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　挑戦的研究(萌芽)「新
たな認知症対策としての疼痛マネジメントの
標準化に向けた挑戦」

小関弘展・教授 日本学術振興会 分担

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「ミトコン
ドリアの動態制御機構から筋性拘縮の発生機
序を探る」

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「マクロ
ファージの制御機構から変形性膝関節症に対
する運動療法の疼痛軽減効果を探る」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担
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科学研究費助成事業　研究活動スタート支援
「ICU獲得性筋力低下に対する骨格筋電気刺激
療法の適応と限界の解明」

佐々木　遼・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　挑戦的研究(萌芽)「新
たな認知症対策としての疼痛マネジメントの
標準化に向けた挑戦」

柳田頼英・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「新しい高流
量酸素システムを用いた間質性肺疾患急性増
悪後の理学療法プログラムの開発」

西　祐樹・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「末梢および
中枢神経障害によるしびれ感に対するリハビ
リテーションの確立と検証」

西　祐樹・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「パーキン
ソン病の姿勢不安定性に有効な経皮的迷走神
経刺激を用いた新たな介入法の開発」

科学研究費助成事業　挑戦的研究(萌芽)「新
たな認知症対策としての疼痛マネジメントの
標準化に向けた挑戦」

高橋あゆみ・助教 日本学術振興会 代表

佐々木　遼・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「マクロ
ファージの極性化から炎症性疼痛に対する低
反応レベルレーザーの効果を検証する」

西　祐樹・助教 日本学術振興会 分担

佐々木　遼・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「ミトコン
ドリアの動態制御機構から筋性拘縮の発生機
序を探る」

佐々木　遼・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「マクロ
ファージの制御機構から変形性膝関節症に対
する運動療法の疼痛軽減効果を探る」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　挑戦的研究(萌芽)「新
たな認知症対策としての疼痛マネジメントの
標準化に向けた挑戦」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「高齢者の
健康寿命延伸に向けた運動器不活動症候群の
予防的介入戦略の開発」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「マクロ
ファージの制御機構から変形性膝関節症に対
する運動療法の疼痛軽減効果を探る」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　挑戦的研究(萌芽)「コ
ロナ禍がもたらしたエンド・オブ・ライフケ
アの課題－虚弱高齢者の身体活動戦略－」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「高齢者の
健康寿命延伸に向けた運動器不活動症候群の
予防的介入戦略の開発」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「ミトコン
ドリアの動態制御機構から筋性拘縮の発生機
序を探る」

田中貴子・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「慢性閉塞
性肺疾患患者における呼吸サルコペニアの実
態解明と治療プログラムの確立」

田中貴子・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「身体的フ
レイルを有する慢性呼吸器疾患患者における
新たな運動プログラムの開発」

田中貴子・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「慢性閉塞
性肺疾患の呼吸筋トレーニング介入戦略のた
めの最大吸気筋力の代替指標の開発」
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特 許

その他
 非常勤講師

 学術賞受賞

高橋あゆみ・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「高齢者の
健康寿命延伸に向けた運動器不活動症候群の
予防的介入戦略の開発」

西　祐樹・助教 最優秀賞
第28回日本ペインリハビ
リテーション学会学術大
会

神経障害性疼痛に対するしび
れ同調経皮的電気神経刺激に
よる自覚的疼痛強度と脳波の
変化：症例報告

柳田頼英・助教 最優秀演題賞
第46回日本呼吸療法医学
会学術集会

高流量鼻カニュラ酸素療法が
間質性肺疾患患者の運動耐容
能に及ぼす効果：労作性低酸
素血症の有無による効果の相
違

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

西　祐樹・助教 若手優秀賞
日本物理療法合同学術大
会2024

糖尿病性神経障害および脳梗
塞後のしびれ感が併発した 1
症例に対するしびれ経皮的電
気神経刺激の効果:シングル
ケース実験デザインによる検
証

沖田　実・教授
非常勤講師（医療教育学特論，医療教育学
特論演習）

神戸学院大学大学院総合リハビリテーション
学研究科

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

沖田　実・教授
非常勤講師（リハビリテーション治療技術
学特論Ⅱ）

神戸学院大学総合リハビリテーション学部理
学療法学科

西　祐樹・助教
電気刺激装置及び電気刺激条件
の設定方法

2023年1月31日 出願中 特願2023-012475

小関弘展・教授 医療用器具及びその使用 2006年4月27日 2006年5月2日 特許第232270号

小関弘展・教授 把持補助具 2007年8月6日 2007年11月21日
実用新案登録第3137833
号(U3137833)

小関弘展・教授
掻破動作検出爪及び掻破動作定
量評価装置

2021年2月25日 2024年7月22日 特許第7525164号

小関弘展・教授 加圧スリッパ 2016年1月15日 2016年3月2日 特許第3203382号

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

神津　玲・教授 バンドー化学株式会社 ResMoを用いた間質性肺疾患評価法の確立

坂本淳哉・准教授
京セラコミュニケーションシス
テム(株)

慢性疼痛の予防・治療に寄与する患者教育ならびに認知
行動療法のオールインワン医療用アプリケーションソフ
トの開発

沖田　実・教授 アルケア株式会社 電気刺激を用いた萎縮・拘縮治療手技の開発研究

沖田　実・教授
京セラコミュニケーションシス
テム(株)

慢性疼痛の予防・治療に寄与する患者教育ならびに認知
行動療法のオールインワン医療用アプリケーションソフ
トの開発
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